
地
本
組
織
強
化
・
拡
大
経
験
交
流
集

会
が
６
月
18
日
13
時
か
ら
地
本
事
務
所

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
仙
台
地
本
へ
講
師
を
要
請
し

ま
し
た
。
忙
し
い
中
、
組
織
部
長
の
千

葉
さ
ん
か
ら
仙
台
地
本
の
組
織
拡
大
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

交
流
集
会
は
、
藤
井
執
行
委
員
の
開

会
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー
ト
し
上
石
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
・
佐
藤
組
織
部
長
を
座

長
に
選
出
し
進
行
し
ま
し
た
。

千
葉
組
織
部
長

拡
大
に
つ
い
て
講
演

そ
の
後
、
千
葉
さ
ん
の
講
演
、
全
体

の
意
見
交
換
・
職
場
の
状
況
に
つ
い
て

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

全
体
で
20
名
が
出
席
し
組
織
拡
大
に

つ
い
て
出
席
者
全
員
か
ら
発
言
が
あ
り

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

仙
台
地
本
の
取
り
組
み

只
見
線
沿
線
調
査
で
新
潟
地
本
に
来

た
こ
と
が
あ
る
。

仙
台
地
本
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
～
３
月
、
４
月
に
５
名
の
拡

大
が
あ
っ
た
。
組
対
会
議
は
３
回
開
催

し
た
。
職
場
で
は
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て

業
研
や
飲
み
会
な
ど
開
催
し
交
流
を
深

め
て
い
る
。
そ
れ
で
５
名
の
拡
大
に
つ

な
が
っ
た
。

拡
大
者
が
拡
大
へ

拡
大
者
が
、
あ
ら
た
に
拡
大
し
て
い

る
状
況
だ
。
国
労
加
入
者
の
思
い
は
素

晴
ら
し
い
。
国
労
は
組
織
が
少
数
な
の

で
、
す
ご
い
思
い
が
あ
っ
て
国
労
加
入

し
た
と
考
え
る
。
労
働
組
合
は
何
か
、

訴
え
て
い
く
。

弱
い
人
の
要
求
を
聞
い
て
職
場
で
活

動
し
て
い
く
こ
と
。

全
体
の
意
思
統
一
が
重
要

仙
台
で
は
平
成
採
は
、
平
成
３
年
か

ら
入
社
し
て
い
る
。
毎
年
１
５
０
０
人

×

20
数
年
。
み
ん
な
東
労
組
に
加
入
し

て
い
る
。
入
社
当
時
か
ら
カ
ク
マ
ル
主

導
だ
っ
た
が
国
労
と
し
て
運
動
を
訴
え

て
き
た
。
労
働
者
が
主
人
公
・
仲
間
を

思
い
や
る
闘
い
・
意
識
を
持
つ
こ
と
。
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国
鉄
新
潟ＪＲ西日本の三江線～島根県の江津駅から広島県の

三次駅を結ぶ１０８．１キロのローカル線です。全線

の所要時間は約３時間半です。

列車の本数が少なくて、下りが８本・上りは９本で

す。全線を通して乗ろうとすると、上り・下りとも３

便づつしかありません。

ＪＲ西日本は、三江線を廃止しようとしています。

地方ローカル線は無くてはならない大切な公共交通機

関です。特に学生の通学、そしてお年寄りの病院への

通院には絶対に必要です。

もうからないから、廃止しすると言っていますが、

ダイヤ改正で本数を減らし利用しにくくさせています。

もっと利用しやすいダイヤ設定なら収益は上がると考

えます。

新潟では、只見線が、平成２３年７月に発生した豪

雨により、会津川口～只見間の橋梁が３ヵ所流されま

した。現在は、バス代行になっています。

ＪＲ東日本～鉄道を再開させた場合は年間２億８千

万円の経費がかかるとの試算をまとめました。沿線自

治体が６月１８日に会津若松市で開いた会合で明らか

にしました。ＪＲ東日本は経費が５３００万円で済む

バス路線に転換したい考えですが自治体側は鉄道での

復旧を求めています。

国労は、ローカル線廃止反対の闘いを利用者の人た

ちを巻き込んで運動を進めています。以前、只見線や

米坂線へ「山菜共和国号」などイベント列車を走らせ

訴えてきました。

只見線の全線復旧を訴えていきましょう。



特
効
薬
は
無
い
が

全
体
の
意
思
統
一
を

高
齢
化
が
原
因
で
国
労
組
合
員
と
し
て

の
決
心
や
拡
大
へ
の
思
い
な
ど
難
し
い
面

が
あ
る
。

郡
山
駅
は
５
名
の
国
労
加
入
に
よ
っ
て

職
場
の
雰
囲
気
が
変
わ
っ
て
き
た
。
組
合

員
の
意
識
が
変
わ
っ
た
。

職
場
で
は
若
い
人
た
ち
へ
仕
事
を
教
え

た
り
し
て
い
る
。
職
場
実
態
調
査
な
ど
で

拡
大
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
積
極
的
な
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
特
効
薬
は
無
い
が
全

体
の
意
思
統
一
が
重
要
だ
。

単
独
で
組
合
説
明
会

職
場
で
の
組
合
説
明
会
を
国
労
単
独
で

実
施
し
た
。
JR
連
合
・
東
労
組
・
国
労
の

三
者
で
覚
書
を
行
っ
た
。
運
転
系
統
は
東

労
組
が
強
い
。
駅
、
施
設
関
係
は
弱
い
。

毎
年
、
新
採
対
策
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

職
場
で
訴
え
、
民
主
的
な
運
営
を
し
て
い

る
。こ

れ
を
や
れ
ば
結
果
が
出
る
と
判
断
し

て
い
る
。

自
分
の
や
れ
る

と
こ
ろ
か
ら

進
め
て
い
く

現
場
長
交
渉
の
実
施
、
職
場
活
動
の
重

要
性
・
地
本
内
の
職
場
オ
ル
グ
を
取
り
組

ん
で
温
度
差
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
。

青
年
対
策
は
学
習
を
強
化
す
る
。
65
歳

以
上
の
退
職
延
長
の
要
求
。
国
労
の
パ
ン

フ
配
布
や
組
合
説
明
会
の
実
施
。

や
れ
る
こ
と
は
や
っ
た
。
職
場
で
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
が
取
れ
る
と
こ
ろ
は
取
っ
て
い

く
。
そ
れ
が
積
み
重
な
っ
て
い
っ
た
。
分

会
レ
ベ
ル
で
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
実
践

し
て
い
く
。

●
分
会
活
動
、
見
え
る
運
動
に
し
て
い
く
。

新
潟
は
点
在
だ
が
多
数
派
を
つ
く
り
職
場

活
動
を
取
り
組
ん
で
い
く
。
日
常
の
つ
な

が
り
の
中
で
訴
え
て
い
く
。

○
新
採
へ
対
応
で
き
る
体
制
は
重
要
だ
。

職
場
は
プ
ロ
パ
ー
化
が
進
ん
で
い
る
。
現

在
プ
ロ
パ
ー
が
７
人
。
過
員
で
廻
し
て
い

る
の
で
JR
か
ら
の
出
向
者
は
本
体
へ
復
帰

さ
せ
る
の
か
。
出
向
者
の
賃
金
は
６
割
が

「
ト
キ
め
き
鉄
道
」
４
割
が
JR
と
い
う
配

分
に
な
っ
て
い
る
。
負
担
額
に
つ
い
て
も

め
て
い
て
出
向
者
を
帰
す
動
き
が
あ
る
。

民
鉄
に
い
た
人
が
入
社
し
て
い
る
。

次
の
ダ
イ
改
で
ワ
ン
マ
ン
化
に
な
る
の

で
車
掌
が
過
員
に
な
る
。
何
が
で
き
る
の

か
地
域
分
会
で
話
し
て
い
く
。

●
職
場
は
国
労
が
少
な
い
。
職
場
環
境
は

良
く
な
っ
て
い
る
。
自
由
な
雰
囲
気
だ
。

他
労
組
か
ら
話
し
か
け
て
く
る
が
、
ど
う

訴
え
て
い
く
の
か
。

○
分
会
組
織
が
機
能
し
て
い
な
い
。
分
会

長
不
在
で
や
っ
て
い
る
。
点
在
な
の
で
飲

み
会
な
ど
で
集
ま
る
。
職
場
で
は
年
休
が

取
得
で
き
な
い
状
況
だ
。
年
休
が
流
れ
る
。

若
い
人
も
訴
え
て
い
る
。
買
い
上
げ
さ
れ

た
人
も
い
る
。

女
性
社
員
か
ら
も
話
が
さ
れ
て
い
る
。

国
労
が
訴
え
て
い
る
か
ら
少
し
改
善
さ
れ

た
。
社
会
人
採
用
は
会
社
に
守
ら
れ
て
い

る
。
情
報
な
ど
配
布
し
て
い
き
た
い
。

●
報
告
で
き
る
こ
と
は
無
い
が
分
会
８
名

が
分
担
し
て
地
本
を
支
え
て
い
く
。
分
会

集
会
を
開
催
し
少
数
で
も
話
し
合
っ
て
い

る
。掲

示
板
・
メ
ー
ル
な
ど
活
用
し
て
い
る
。

上
部
機
関
か
ら
の
指
示
を
や
り
き
る
こ
と
。

カ
ン
パ
、
集
会
・
指
示
な
ど
連
絡
に
つ
い

て
チ
ェ
ッ
ク
は
必
要
だ
。
き
っ
ち
り
体
制

を
つ
く
っ
て
い
く
。

分
会
三
役
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
。

メ
ー
ル
だ
け
の
連
絡
に
な
っ
て
い
る
。
毎

月
１
回
開
催
し
意
思
統
一
を
し
て
い
く
こ

と
。
分
会
全
体
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
こ
と
。

国
労
の
運
動
は
、
70
年
間
、
積
み
重
ね

て
き
た
運
動
だ
。
地
域
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
大
事
な
運
動
だ
。
現
在
、
そ
れ

が
足
り
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
私
た
ち

の
運
動
は
私
た
ち
の
要
求
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
闘
い
を
進

め
る
。

参
加
者
か
ら
多
く
の
意
見
・
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
体
の
意
見
を
職
場
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。
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分会活動で組織拡大は重要だ。新潟地本は拡大

が無い。組織状況は厳しくなってきている。職場

では他労組との交流を図っている。

現状では、高齢者が多くなっているので若い人

が加入しにくい。国労加入した人が新しい仲間を

拡大するということを学んでいきたい。

職場で国労加入を訴えていくことが大切だ。分

会活動で国労の正しさを訴えていくこと。


